
 
令和５年度 第２回 恵庭市図書館協議会 

 

日 時 令和５年８月２４日（木）午後３時３０分 

会 場 恵庭市立図書館 会議室 

 

  

 ■ 会 議 次 第 

 

１． 開   会 

２． 会 長 挨 拶 

３． 教育部挨拶 

４． 議   題 

（１）報告事項  市民アンケート及び市民懇談会の結果について 

（２）協議事項  ① 第２期恵庭市読書活動推進計画について 

         ② 図書館本館改修基本構想について 

５． そ の 他 

６． 情 報 交 換 

７． 閉   会 

 



令和５年度第 2 回恵庭市図書館協議会 

 

 

 

 

(1)報告事項 

市民アンケート及び市民懇談会の結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



























































令和５年度第２回恵庭市図書館協議会 

 

 

 

 

(2)協議事項 

① 第２期恵庭市読書活動推進計画について 

② 図書館本館改修基本構想について 





市民懇談会結果 

 

実施日時：①令和 5年 6月 8 日＠えにあす 6 名参加 

②令和 5年 6 月 9 日＠本館   12 名参加 

③令和 5年 6月 13 日＠島松分館 4名参加 

意  見： 

・推進計画の達成状況が芳しくなく、分析が必要。 

・16～22 歳の読書離れが特に深刻。 

・高校生・大学生に図書館事業への参加を促してはどうか（読み聞かせ・選書・レイアウト・

ＰＯＰ作成・イベント等）。 

・普段来ない人が行ってみたくなる図書館を作ることが重要（音楽会、Wi-fi の利用促進、

テラスの活用、漫画の導入等）。 

・図書館だから味わえる空間がある。読書以外の目的で利用することも重要。 

・図書館内に様々なスペース（個人・大勢・会話・飲食等）があるとよい。 

・コロナ禍によって需要が見えたこともある（電子図書、予約貸出ロッカー、無人貸出）。 

・子どもが安心して集うことのできる場所となってほしい。 

・イベントや学校司書の配置等、実施している事業のＰＲが不足している。 

・「読書のまち」が当たり前すぎて、市民にその意識が薄れてきている。しっかり継承して

ほしい。 

・恵庭市では幼少期から読書習慣の土壌がある。焦らなくても必ず戻ってくる。 

・読書形態の変化のみで「図書館不要」を論じるのはいかがか。レファレンスやコミュニテ

ィの場としての役割がある。 

・恵庭市が「読書のまち」であることの根幹として、今一度、読書条例の目的（第１条）「読

書活動を通じて」「人と地域のつながりを深める」ことを推し進めるべき。そのためには、

図書館による読書を通じたつながりを創出する仕掛けが必要。 

分  析： 

・中学生～大学生年代の利用の落ち込みについて、積極的な対策が必要。 

・図書館ならではの空間を活かしつつ、読書から離れた利用方法の提案を行ってはどうか。 

・アフターコロナを見据えたサービスに一定のニーズがあり、継続を。 

・今一度実施事業のＰＲ方法を見直し、「読書のまち」のアピール強化を。 

・読書を通じ人と地域のつながりを創出するため、様々な仕掛けを。 
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